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いわて未来づくり機構と復興教育作業部会について 

１．いわて未来づくり機構とは 

   グローバル化の進展や地方を中心とした人口減少等により、本県においても首都圏などとの経済

や雇用格差などが顕在化しています。 

このような危機に対応し、明るい未来をつくるためには、地域主体の構成員である自治体、産業

界・経済界、学術・教育機関などが連携と協働を強化し、取り組みを進めていく必要があります。 

このため、本県の多様な組織が手を携え、岩手の将来的な発展方向を共有しつつ、地域の自立と活

性化などに向けて、智慧と行動力を結集する場として「いわて未来づくり機構」が設立されました。 

＜いわて未来づくり機構ホームページ＞ 

https://www.pref.iwate.jp/kensei/seisaku/mirai/1012001.html 

   

２．いわて未来づくり機構の目指す方向性（理念） 

   〇組織のネットワーク 

      県内の自治体、産業界・経済界、学術・教育機関、NPOなどの多様な組織がネットワークを築き 

総力を挙げて取り組む 

〇方向性の共有 

      組織などの利害を超え、岩手のあるべき姿など高い次元に立ち目線を揃えて方向性を共有する 

〇智慧の集結 

      様々な課題解決のため、各組織が有する情報や智慧を結集する 

〇行動力の結集 

      各セクターや会員が実践活動を展開する 

 

３．復興教育作業部会について 

上記理念を具体的に実践する場として、８つの作業部会が組織されており、復興教育作業部会もその

１つとして活動しています。 

  

 

     

ラウンドテーブル 

企画委員会 

作業部会 

・地域人材育成作業部会 

・少子化対策支援作業部会 

・イノベーション推進作業部会 

・かけ橋作業部会 

・復興教育作業部会 

・いわて復興未来塾作業部会 

・地域公共交通作業部会 

・分野間連携による農林水産業 

振興作業部会作業部会 

提
言 

情
報
提
供 

意見 

情報提供 

いわて未来づくり機構 

官 

産 学 

https://www.pref.iwate.jp/kensei/seisaku/mirai/1012001.html


- 2 - 

 

４．いわて未来づくり機構 第４フェーズの目標について（令和５年度～令和９年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年 3月 31日時点    
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「いわての師匠」派遣事業 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

  

趣旨・目的 

 いわて未来づくり機構復興教育作業部会では、次代の復興を担う人材の育成に寄与することを

目的に、「いわての復興教育」の推進を支援します。具体的には、県内の小中学校、高等学校等

の依頼に基づき、いわて未来づくり機構の会員機関が職員等を派遣し、授業提供または講演を行

うことで、各学校の復興教育がより効果的なものなることを目指しています。 

「いわての師匠」を活用するメリット 

学校・家庭・地域 
・多様な分野の講師の講演を聴くことで、視野の広い人材を育成することが可能となる。 

・講演後の取り組みの幅が広がる。 

・職業意識の高揚につながる。 

いわて未来づくり機構会員 
・児童・生徒に直接思いを届けることができる。 

・児童・生徒の生の声を聞くことで、それを基に社会貢献活動を発展することが可能となる。 

・ネットワークを拡大することができる。 

学校・家庭・地域  いわて未来づくり機構会員 
復興教育作業部会

（「いわての師匠」

派遣事業事務局）が

調整を行います 
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「いわての師匠」派遣事業 実施要項 

 派遣の方法・流れ  

① 授業提供又は講師派遣を希望する学校等は、P13以降の「提供可能な授業・講演内容」から希望

する授業又は講演内容等を選択し、復興教育作業部会事務局（以下「事務局」という。）に対し、

【様式１】「いわての師匠」派遣事業 派遣依頼書（以下「依頼書」という。）をご提出くださ

い。なお、小中高等学校以外の教育機関や教職員・保護者を対象とした内容につきましてもご相談

ください。 

・上記依頼書は、派遣実施機関との調整の都合上、実施日の2か月前を目安にお願いします。 

・事前に事務局にご相談いただけると手続きが円滑に進みますのでご協力願います。 

・無償による授業提供又は講師派遣を行う事業ですので、可能な限り近隣の派遣実施機関から選定

くださいますようお願いします。 

・講師派遣は無償ですが、実施に必要な物品については原則として派遣を希望する学校等でご準備

ください。詳細については、事前に事務局にお問合せください。 

② 事務局は、学校からの依頼に基づき、各派遣実施機関に講師派遣を依頼します。 

③ 事務局は、各派遣実施機関と日程等を調整後、依頼元の学校に派遣の可否について報告します。 

・派遣が可能である場合には、当該講師の機関名、所属、氏名、連絡先を事務局から学校に回答し

ます。その後、詳細の内容及び当日の進め方等については、講師と直接調整いただきます。 

・希望される機関からの派遣が不可能な場合には、代替となるテーマや内容について学校と相談・

調整を行ったうえで、他の派遣実施機関から選定いただくことも可能です。 

④ 学校は、講師派遣実施後、【様式２】「いわての師匠」派遣事業 実施報告書（以下「報告書」

という。）を事務局にご提出願います。 

・事務局から派遣実施機関への報告は、上記報告書により行います。 

・いただいた報告内容については、未来づくり機構及び各派遣実施機関等の社会貢献活動として公

表する場合があります。そのことについてあらかじめご了承のうえ、報告書を作成くださいます

ようお願いいたします。 

※１ 最新のリスト及び様式は岩手大学研究支援・産学連携センターホームページからダウンロード

いただけます。 https://www.ccrd.iwate-u.ac.jp/news/3774/ 

 

※２ 「いわての復興教育」プログラム【第３版】では3つの教育的価値と具体の21項目が設定され

ています。詳細は岩手県教育委員会ホームページをご覧ください。

https://www.pref.iwate.jp/kyouikubunka/kyouiku/gakkou/fukkou/index.html 

その他、派遣方法に関する詳細につきましては、以下のいずれかにご相談ください。 

〇 復興教育作業部会事務局（岩手大学 研究・地域連携課） 

〒020-8550 盛岡市上田3-18-33 TEL：019-621-6629  FAX：019-621-6995 

E-mail：renkei@iwate-u.ac.jp 

  〇 岩手県教育委員会事務局  

〒020-0023 盛岡市内丸10-1 TEL：019-629-6207 FAX：019-629-6144

https://www.ccrd.iwate-u.ac.jp/news/3774/
https://www.pref.iwate.jp/kyouikubunka/kyouiku/gakkou/fukkou/index.html
mailto:renkei@iwate-u.ac.jp


（様式１） 
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「いわての師匠」派遣事業 派遣依頼書 
 

 

年  月  日 
 

学 校 名  担当者（職名）  

電話番号  メールアドレス  

希望日時（※1） 

第１希望    月   日（ ）   時  分 ～  時  分 

第２希望    月   日（ ）   時  分 ～  時  分 

第３希望    月   日（ ）   時  分 ～  時  分 

（特記事項） 

 

実施会場  復興教育指定校 □なし 
※指定校の場合「学校防災アドバ 

イザー」制度をご活用ください。 

希望機関 
第１希望  

第２希望  

希望内容（※2） 

※貴校における復興教育の概要が分かる資料を添付し、計画における位置づけやねらいも明記してください。 
 

 

「いわての復興教育プログラム」教育的価値具体  項目№〔 〕〔 〕〔 〕 

事前学習の計画  事後学習の計画  

使用可能な設備 □ プロジェクター／スクリーン □ HDMI ケーブル □ 貸出 PC □カラープリント（参加者分） 

教材の準備状況 
 

※演習等、学習教材

を用いる一部授業を

希望する場合 

※該当する場合のみ、いずれか当てはまる選択肢にチェックを付けてください。 
 

□ 準備できている 〔教材名：           組数：    〕 

□ 準備できておらず貸出を希望する 
 

⇒貸出不可の場合： □ 購入（教材費の負担）を了承する ・ □ 今回の依頼を辞退する 

参加予定者 
児童生徒 保護者 教職員 地域・その他 合計 

学年  名 名 名 名 名 
 

※1 派遣希望日時は、可能な限り複数の日時をご記入のうえ、希望日の２か月前を目安に提出してください。 

   複数回の派遣を希望する場合には、その旨と希望日時等を特記事項に記入してください。 

※2 〔 〕には、裏面の「いわての復興教育プログラム」を参照し、今回の授業に該当する項目番号を記入してください。 

※3 講師との日程調整がつかない場合、派遣できかねることもありますので、予めご了承ください。 

 

【提出先】復興教育作業部会事務局（E-mail：renkei@iwate-u.ac.jp、FAX：019-621-6995） 

または 岩手県教育委員会事務局（FAX：019-629-6144） 

mailto:renkei@iwate-u.ac.jp


（様式１） 
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「いわての師匠」派遣事業 派遣依頼書【記入例】 
 

 

令和●年●月●日 
 

学 校 名 ●●市立●●中学校 担当者（職名） 第●学年主任 ●● ●● 

電話番号 019-XXX-XXXX メールアドレス XXXX@XXXX.jp 

希望日時（※1） 

第１希望   ●月  ●日（●） ●●時●●分 ～ ●●時●●分 

第２希望   ●月  ●日（●） ●●時●●分 ～ ●●時●●分 

第３希望   ●月  ●日（●） ●●時●●分 ～ ●●時●●分 

（特記事項） 

 

実施会場 ●●中学校 多目的ホール 復興教育指定校 ☑なし 
※指定校の場合「学校防災アドバ 

イザー」制度をご活用ください。 

希望機関 
第１希望 ●●●●センター 

第２希望 ●●●●株式会社 

希望内容（※2） 

※貴校における復興教育の概要が分かる資料を添付し、計画における位置づけやねらいも明記してください。 
 

本校では、キャリア教育指導目標を「●●●」と設定して実践している。 

この目標のもとに、総合的な学習の時間では「いわての復興教育プログラム」に基づく指導を行

っている。今回の依頼は、●●●を身に付けることを目的として企画した。 

 

【希望する講演内容】 

(1) 講演：●●●の現状について 

(2) 演習：●●●を用いた●●●のグループワーク 

「いわての復興教育プログラム」教育的価値具体  項目№〔●〕〔●〕〔 〕 

事前学習の計画 
各クラスにおいて、●●新聞と●●

●を教材として事前学習を行う。 
事後学習の計画 

講演の内容を踏まえて、各クラスでの

グループワークを実施し、話し合った

内容を模造紙にまとめて発表する。 

使用可能な設備 ☑ プロジェクター／スクリーン ☑ HDMI ケーブル □ 貸出 PC □カラープリント（参加者分） 

教材の準備状況 
 

※演習等、学習教材

を用いる一部授業を

希望する場合 

※該当する場合のみ、いずれか当てはまる選択肢にチェックを付けてください。 
 

□ 準備できている 〔教材名：           組数：    〕 

☑ 準備できておらず貸出を希望する 
 

⇒貸出不可の場合： ☑ 購入（教材費の負担）を了承する ・ □ 今回の依頼を辞退する 

参加予定者 
児童生徒 保護者 教職員 地域・その他 合計 

●学年●●名 名 ●●名 名 ●●名 
 

※1 派遣希望日時は、可能な限り複数の日時をご記入のうえ、希望日の２か月前を目安に提出してください。 

   複数回の派遣を希望する場合には、その旨と希望日時等を特記事項に記入してください。 

※2 〔 〕には、裏面の「いわての復興教育プログラム」を参照し、今回の授業に該当する項目番号を記入してください。 

※3 講師との日程調整がつかない場合、派遣できかねることもありますので、予めご了承ください。 

 

【提出先】復興教育作業部会事務局（E-mail：renkei@iwate-u.ac.jp、FAX：019-621-6995） 

または 岩手県教育委員会事務局（FAX：019-629-6144） 

mailto:renkei@iwate-u.ac.jp


（様式２） 
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「いわての師匠」派遣事業 実施報告書 
 

 

年  月  日 
 

学 校 名  担当者（職名）  

電話番号  メールアドレス  

講師の所属・氏名  

実施日時 

令和  年   月   日（ ）   時  分 ～  時  分 

※ 複数回にわたり派遣を実施した場合、こちらに記載願います。 

 

実施会場  

テ ー マ  

具体的な 

実施内容 

要
旨 

 

講
師
に
よ
る

指
導
・
助
言 

 

児
童
・
生
徒

の
感
想  

授
業
・
講
演
等

に
よ
る
効
果 

 

次回以降、自校で

実施できる内容 

※ 今回の講師派遣による学校・教員への効果、次回以降自校で実施できる内容を記載願います。 

 

今後の課題  

対象・参加人数 
児童生徒 保護者 教職員 地域・その他 合計 

学年  名 名 名 名 名 
 

※1 本報告書は、事業実施後１ヶ月以内にご提出ください。督促後にも提出が確認できない場合には、次回以降の派遣を

見合わせる場合もございますので、予めご了承ください。 

※2 授業・講演等の様子を撮影した写真 3～4 枚を、本報告書とあわせて提出してください。 

※3 本報告書は派遣元機関等に提供します。復興教育作業部会事務局ならびに派遣元機関等では、内容（写真含む）を公

表する場合もございますので、その点をご了承の上で作成くださいますようお願いいたします。 

 

【提出先】復興教育作業部会事務局（E-mail：renkei@iwate-u.ac.jp） 

mailto:renkei@iwate-u.ac.jp


（様式２） 
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「いわての師匠」派遣事業 実施報告書【記入例】 
 

 

令和●年●月●日 
 

学 校 名 ●●市立●●中学校 担当者（職名） 第●学年主任 ●● ●● 

電話番号 019-XXX-XXXX メールアドレス XXXX@XXXX.jp 

講師の所属・氏名 ●●●●センター ●●課  ●● ●● 

実施日時 

令和●年 ●月 ●日（●） ●●時●●分 ～ ●●時●●分 

※ 複数回にわたり派遣を実施した場合、こちらに記載願います。 

 

実施会場 ●●中学校 多目的ホール 

テーマ 「●●●の現状と、●●●に向けて」 

具体的な 

実施内容 

要
旨 

本校における●●●として実施した。授業では、生徒が「いわての復興教育プログラム」におけ

る●●●を身に付けることを目的に下記の内容で講演および演習を行った。 

(1) 講演：●●●の現状について 

(2) 演習：●●●を用いた●●●のグループワーク 

講
師
に
よ
る

指
導
・
助
言 

・●●●は定期的に行うことで身に付けることができる。 

・今回の授業内容について、日頃から家族、友人とも話し合っておくことが重要である。 

児
童
・
生
徒

の
感
想 ※別添参照 

授
業
・
講
演
等

に
よ
る
効
果 

・これまでの学習では触れてこなかった●●●という視点にも目を向ける契機となった。 

・●●●をより身近に感じることで、それぞれの生徒が自分事として捉えられるようになった。 

・自分自身の力でもできることがあると分かり、生徒の自信に繋がった。 

次回以降、自校で

実施できる内容 

※ 今回の講師派遣による学校・教員への効果、次回以降自校で実施できる内容を記載願います。 

今回の演習で実施した●●●については、自校の経費で必要な教材を購入し、今後は担当教員に

て実施可能である。なお今後は勉強会を開催し、対応可能な人材を増やしていく予定。 

今後の課題 
全校で●●●を実施するためには教材を追加で購入する必要があり、演習に対応するための人

材育成も必要となるため、次年度の年間計画に組み込めるかを改めて検討したい。 

対象・参加人数 
児童生徒 保護者 教職員 地域・その他 合計 

●学年●●名 名 ●●名 名 ●●名 
 

※1 本報告書は、事業実施後１ヶ月以内にご提出ください。督促後にも提出が確認できない場合には、次回以降の派遣を

見合わせる場合もございますので、予めご了承ください。 

※2 授業・講演等の様子を撮影した写真 3～4 枚を、本報告書とあわせて別途提出してください。 

※3 本報告書は派遣元機関等に提供します。復興教育作業部会事務局ならびに派遣元機関等では、内容（写真含む）を公

表する場合もございますので、その点をご了承の上で作成くださいますようお願いいたします。 

 

【提出先】復興教育作業部会事務局（E-mail：renkei@iwate-u.ac.jp）

mailto:renkei@iwate-u.ac.jp
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いわての復興教育プログラムにおける教育的価値具体の 21項目 

 

い

き

る 

1 
かけがえのない生命 

 すべての生命は、かけがえのないものであることを実感し、大切にする。 

2 
自然との共生 

 自然の恵みや美しさに感動する心と畏敬の念を持ち、自然とともに生きることについて考える。 

3 
価値ある自分 

 どのような状況においても、自分の存在を認め、必要とされる存在であることを認識する。 

4 

夢や希望の大切さとやり抜く強さ 

 夢や希望をもつことは、生きる価値を見出すことであり、どんな状況においてもたくましく生きていく

という強い意志と態度を養う。 

 5 

自分の成長 

 自分の成長や生活が多くの人の支えで成り立っていることに気づき、感謝の気持ちをもつことができる

ようにする。 

 6 

心の健康 

 つらいことや悲しいこと、環境からくるストレスなどを感じた時の対処方法を学び、自分自身で心の健

康を維持する。 

 7 
身体の健康 

 周囲の環境を理解し、状況に合わせながら安全に気を付けて遊んだり、運動したりする。 

か

か

わ

る 

 8 

家族のきずな 

 安心して生きていくための生活基盤として、家族の絆を大切にする。家族の一員として、自分の役割を

果たす。 

 9 
仲間とのつながり 

 互いに支え合う仲間をつくり、友情を大切にする態度を養う。 

10 

地域とのつながり 

 幼児や高齢者の人々・障がいのある人々等が一緒に生活している地域社会の人の思いを知り、地域への

愛着をもつことができるようにする。 

11 
ボランティア・救援活動 

 他の人や地域社会に役立つことを自分から進んで実践し、他人の喜びを自分の喜びとして共感する。 

12 

自分と地域社会 

 郷土の美しい自然、伝統行事・郷土芸能、温かい人のつながりのある社会、安全なまちを願い、地域づ

くりにかかわる。 

13 

復旧・復興のあゆみ 

 震災津波等の自然災害で被害を受けた交通網や産業、住宅やまちの復旧・復興の状況を調べ、安全で生

き生きしたまちづくりにかかわる。 

14 
災害に備える地域づくり 

 次の災害に向けたまちづくり、地域づくりにかかわる。 
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そ

な

え

る 

15 
自然災害の様子と被害の状況 

 震災津波等、自然災害の様子と被害の状況について理解する。 

16 
自然災発生のメカニズム 

 震災津波等、自然災害が発生するメカニズムやそれぞれの災害について理解する。 

17 

自然災害の歴史 

 過去に起きた自然災害や自然災害と共存してきた人々の努力や工夫などについて調べ、防災・減災につ

いて理解するとともに、次の世代へ語り継いでいく。 

18 

災害のライフライン・地域経済への影響 

 震災津波等、自然災害の被害による教訓をもとに、水・電気・ガス・灯油・ガソリン・道路などの供

給・輸送システムやその大切さを理解し、ライフラインが止まった時に対応できるようにする。 

19 

災害時における情報の収集・活用・伝達 

 震災津波等、自然災害の被害による教訓をもとに、情報の大切さ、情報の収集、選択・判断、発信の方

法などについて理解し、活用できるようにする。 

20 

学校・家庭・地域での日頃の備え 

 避難場所や避難方法、避難経路を把握して、安全に避難する。家具の安全対策、避難の方法や落ち合う

場所、非常時持ち出し品、放射線についての正しい理解など、学校や家庭でできる防災対策を行う。地域の

防災システムを理解し、防災活動に参加する。 

21 

身を守り、生き抜くための技能 

 危機を予測（回避）し、災害や事故に直面した際に自他の体を守り、被害を最小限に止め、非常時に生

き抜く技能を身に付ける。 

いわての復興教育プログラム第３版／岩手県教育委員会より抜粋 
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派遣機関一覧、派遣対象及び「教育的価値具体の 21項目」との関連 

 

  

 株
式
会
社
岩
手
銀
行 

岩
手
医
科
大
学 

岩
手
県
立
大
学 

岩
手
大
学 

岩
手
県
銀
行
協
会 

日
本
政
策
金
融
公
庫 

岩
手
生
物
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

岩
手
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会 

岩
手
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー 

派遣

対象 

小学校 ● ● ● ●    ●  

中学校 ● ● ● ● ●  ● ● ● 

高等学校 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

特別支援学校  ● ● ●      

その他    ●      

い

き

る 

1 かけがえのない生命  〇 〇 〇 〇 〇     

2 自然との共生 〇  〇 〇   〇   

3 価値ある自分     〇 〇  〇 〇 

4 夢や希望の大切さとやり抜く強さ     〇 〇 〇 〇 〇 

 5 自分の成長     〇 〇 〇 〇 〇 

 6 心の健康   〇 〇      

 7 身体の健康  〇  〇      

か

か

わ

る 

 8 家族のきずな  〇        

 9 仲間とのつながり        〇  

10 地域とのつながり 〇   〇 〇 〇   〇 〇 

11 ボランティア・救援活動  〇  〇    〇  

12 自分と地域社会 〇    〇 〇 〇 〇 〇 

13 復旧・復興のあゆみ     〇       〇 

14 災害に備える地域づくり  〇  〇      〇 

そ

な

え

る 

15 自然災害の様子と被害の状況  〇  〇      

16 自然災発生のメカニズム   〇 〇      

17 自然災害の歴史   〇 〇      

18 災害のライフライン・地域経済への影響    〇      

19 災害時における情報の収集・活用・伝達  〇 〇 〇      

20 学校・家庭・地域での日頃の備え   〇 〇      

21 身を守り、生き抜くための技能  〇  〇      
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 岩
手
県
南
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー 

釜
石
・
大
槌
産
業
育
成
セ
ン
タ
ー 

岩
手
県
医
師
会 

岩
手
県
信
用
保
証
協
会 

岩
手
保
健
医
療
大
学 

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険 

岩
手
県
復
興
防
災
部
消
防
安
全
課 

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン 

ワ
タ
ミ
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ラ
ン
ド 

派遣

対象 

小学校 ●   ● ●   ● ● 

中学校 ● ●  ● ● ● ● ● ● 

高等学校 ● ● ● ● ●  ● ● ● 

特別支援学校    ● ●   ● ● 

その他           

い

き

る 

1 かけがえのない生命 〇 〇 〇  〇 〇 〇   〇 

2 自然との共生 〇 〇  〇  〇   〇 

3 価値ある自分  〇   〇 〇    

4 夢や希望の大切さとやり抜く強さ 〇 〇   〇  〇    

 5 自分の成長     〇 〇   〇 

 6 心の健康   〇  〇     〇 

 7 身体の健康 〇  〇  〇   〇  

か

か

わ

る 

 8 家族のきずな     〇 〇 〇   

 9 仲間とのつながり     〇 〇 〇  〇 

10 地域とのつながり 〇 〇  〇   〇 ○ 〇  

11 ボランティア・救援活動   〇  〇     

12 自分と地域社会  〇  〇 〇 〇 ○ 〇 〇 

13 復旧・復興のあゆみ  〇      〇 〇 

14 災害に備える地域づくり  〇     〇 ○ 〇 〇 

そ

な

え

る 

15 自然災害の様子と被害の状況         〇 

16 自然災発生のメカニズム         〇 

17 自然災害の歴史         〇 

18 災害のライフライン・地域経済への影響      〇 〇 〇  

19 災害時における情報の収集・活用・伝達      〇 〇 〇  

20 学校・家庭・地域での日頃の備え   〇  〇 〇 〇 〇  

21 身を守り、生き抜くための技能   〇  〇 〇 〇 〇 〇 
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「いわての師匠」派遣事業 提供可能な授業・講演内容 

 

機関等名： 株式会社 岩手銀行       

 

①  対  象 

✔小学校 ✔中学校 ✔高等学校 ☐特別支援学校 

② 派遣可能地区 

✔岩手県全域 ☐県北教育事務所管内 ☐宮古教育事務所管内 

 ☐盛岡教育事務所管内 ☐沿岸南部教育事務所管内 

 ☐中部教育事務所管内 ☐県南教育事務所管内 

③ 業種及び主な業務内容 

銀行業 

ホームページ https://www.iwatebank.co.jp/ 

④ 提供可能な授業・講演内容 

キーワード 地域価値共創 

 ✔講演  ☐演習  ☐職場体験 「岩手銀行の仕事内容」 

✔講演  ☐演習  ☐職場体験 「岩手銀行の地域活性化への取組み」 

 ✔講演  ☐演習  ☐職場体験 「資産運用」 

☐講演  ☐演習  ☐職場体験  

 ☐講演  ☐演習  ☐職場体験  

⑤ 備  考 

 日程や内容、講師の調整等に時間を要する場合がありますので、ご留意ください。 

⑥ お問い合わせ 

株式会社岩手銀行 総合企画部広報室 

住所：〒020-8688 岩手県盛岡市中央通 1-2-3 

TEL：019-623-1111 メール：ibk-soki@iwatebank.co.jp 

 

  

https://www.iwatebank.co.jp/
mailto:ibk-soki@iwatebank.co.jp
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「いわての師匠」派遣事業 提供可能な授業・講演内容 

 

機関等名：岩手医科大学 災害時地域医療支援教育センター  

 

① 対  象 

✔小学校 ✔中学校 ✔高等学校 ✔特別支援学校 

② 派遣可能地区 

✔岩手県全域 ☐県北教育事務所管内 ☐宮古教育事務所管内 

 ☐盛岡教育事務所管内 ☐沿岸南部教育事務所管内 

 ☐中部教育事務所管内 ☐県南教育事務所管内 

③ 業種及び主な業務内容 

災害時における被災地への継続的な医療支援や地域医療の支援を行うとともに、医療支援に携

わる人材の育成や、災害時に必要となる行政や医療機関等との有効な連携システムの研究と構築

を行っております。 

ホームページ http://www.iwate-med.ac.jp/saigai/ 

④ 提供可能な授業・講演内容 

キーワード 震災復興、防災教育 

 ✔講演  ☐演習  ☐職場体験 東日本大震災津波の様子と被害の状況 

✔講演  ☐演習  ☐職場体験 災害時における情報の収集・活用・伝達等 

 ✔講演  ☐演習  ☐職場体験 災害医療の一般的なこと 

✔講演  ✔演習  ☐職場体験 避難所に関すること 

 ✔講演  ✔演習  ☐職場体験 トランシーバーや衛星携帯電話等の使用方法について 

⑤ 備  考 

日時や時間については、複数希望を提示していただけると調整がしやすいです。 

実災害が発生した場合や県内の新型コロナウイルス感染症の状況次第では 派遣を中止させていただ

く可能性がありますのでご留意ください。 

⑥ お問い合わせ 

部署：岩手医科大学 災害時地域医療支援教育センター 

住所：〒028-3694 岩手県紫波郡矢巾町医大通 1-1-1 

T E L：019-651-5111（内線 5576） F A X：019-611-0876 

Mail：saigai@j.iwate-med.ac.jp 

  

http://www.iwate-med.ac.jp/saigai/
mailto:saigai@j.iwate-med.ac.jp
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「いわての師匠」派遣事業 提供可能な授業・講演内容 

 

機関等名： 岩手県立大学   

 

① 対  象 

✔小学校 ✔中学校 ✔高等学校 ✔特別支援学校 

② 派遣可能地区 

✔岩手県全域 ☐県北教育事務所管内 ☐宮古教育事務所管内 

 ☐盛岡教育事務所管内 ☐沿岸南部教育事務所管内 

 ☐中部教育事務所管内 ☐県南教育事務所管内 

③ 業種及び主な業務内容 

教育研究、地域貢献、大学運営に係る一般事務等 

ホームページ https://www.iwate-pu.ac.jp/ 

④ 提供可能な授業・講演内容 

キーワード 命、メンタルヘルス、コミュニティ、防災教育、情報通信 

 ✔講演  ✔演習  ☐職場体験 自然災害のメカニズム、自然災害の歴史、災害時における情報の

収集・活用・伝達、学校・家庭・地域での日頃の備え 

✔講演  ☐演習  ☐職場体験 かけがえのない生命、自然との共存、心の健康 

⑤ 備  考 

日程や内容、講師の調整等に時間を要する場合がありますので、ご留意ください。 

 

⑥ お問い合わせ 

部 署：岩手県立大学 研究・地域連携室 

 T E L ：019-694-3330 住 所：〒020-0611 滝沢市巣子 152-89 

 F A X ：019-694-3331 メール：chiren@ml.iwate-pu.ac.jp 

  

https://www.iwate-pu.ac.jp/
mailto:chiren@ml.iwate-pu.ac.jp
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「いわての師匠」派遣事業 提供可能な授業・講演内容 

 

機関等名： 岩手大学      

 

① 対  象 

✔小学校 ✔中学校 ✔高等学校 ✔特別支援学校  ✔その他 

② 派遣可能地区 

✔岩手県全域 ☐県北教育事務所管内 ☐宮古教育事務所管内 

 ☐盛岡教育事務所管内 ☐沿岸南部教育事務所管内 

 ☐中部教育事務所管内 ☐県南教育事務所管内 

③ 業種及び主な業務内容 

 真理を探究する教育研究の場として、学術文化を創造しつつ、幅広く深い教養と高い専門性を備えた

人材を育成することを目指すとともに、地域社会に開かれた大学として、その教育研究の成果をもとに

地域社会の文化の向上と国際社会の発展に貢献することを目指す。 

ホームページ https://www.iwate-u.ac.jp/index.html 

 

 

④ 提供可能な授業・講演内容 

キーワード 震災復興、防災教育 

 ✔講演  ☐体験  ☐職場体験 震災後の心のサポートに関すること 

✔講演  ✔体験  ☐職場体験 体力の維持・増進など身体の健康に関すること 

 ✔講演  ☐体験  ☐職場体験 地域コミュニティの活性化に関すること 

✔講演  ☐体験  ☐職場体験 震災復興に関すること 

 ✔講演  ☐体験  ☐職場体験 自然災害が発生すメカニズム・自然災害の歴史 

 ✔講演  ✔体験  ✔職場体験 防災教育に関すること 

⑤ 備  考 

 日程や内容、講師の調整等に時間を要する場合がありますので、ご留意ください。 

⑥ お問い合わせ 

 部 署：岩手大学 研究・地域連携部 研究・地域連携課 

  T E L ：019-621-6629 住 所：〒020-8551 盛岡市上田 3-18-33 

 F A X ：019-621-6995 メール：renkei@iwate-u.ac.jp 

  

https://www.iwate-u.ac.jp/index.html
mailto:renkei@iwate-u.ac.jp
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「いわての師匠」派遣事業 提供可能な授業・講演内容 

 

機関等名：一般社団法人 岩手県銀行協会 

 

① 対  象 

☐小学校 ✔中学校 ✔高等学校 ☐特別支援学校 

② 派遣可能地区 

✔岩手県全域 ☐県北教育事務所管内 ☐宮古教育事務所管内 

 ☐盛岡教育事務所管内 ☐沿岸南部教育事務所管内 

 ☐中部教育事務所管内 ☐県南教育事務所管内 

③ 業種及び主な業務内容 

銀行の業界団体（県内に本支店のある８銀行が会員） 

・金融経済教育への取組 

・ぎんこうとりひき相談所 

・金融犯罪の防止 

 

④ 提供可能な授業・講演内容 

キーワード  

 ✔講演  ☐演習  ☐職場体験 ライフステージで学ぶ銀行、ライフプランとお金 

✔講演  ☐演習  ☐職場体験 知りたいけど聞けなかったお金の話 

 ✔講演  ☐演習  ☐職場体験 銀行の社会的な役割と銀行員という職業 

✔講演  ☐演習  ☐職場体験 金融犯罪の手口と対策、特殊詐欺被害の防止 

 ✔講演  ☐演習  ☐職場体験 社会に出て気を付けたいお金のこと、ローン＆クレジットの ABC 

 ☐講演  ✔演習  ☐職場体験 生活設計・マネープランゲーム 

⑤ 備  考 

中学生・高校生・大学生向けの講座を積極的に実施したいと考えておりますので、是非ともお願

いします。 

⑥ お問い合わせ 

電 話：019-622-1842 

メール：iwaginkyo@ray.ocn.ne.jp 

  

mailto:iwaginkyo@ray.ocn.ne.jp
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「いわての師匠」派遣事業 提供可能な授業・講演内容 

 

機関等名：日本政策金融公庫盛岡支店 国民生活事業  

 

①  対  象 

☐小学校 ☐中学校 ✔高等学校 ☐特別支援学校 

② 派遣可能地区 

✔岩手県全域 ☐県北教育事務所管内 ☐宮古教育事務所管内 

 ☐盛岡教育事務所管内 ☐沿岸南部教育事務所管内 

 ☐中部教育事務所管内 ☐県南教育事務所管内 

②  業種及び主な業務内容 

政策金融機関 

 

ホームページ http://www.jfc.go.jp 

④ 提供可能な授業・講演内容 

キーワード  

 ✔講演  ✔演習  ☐職場体験 起業教育、ビジネスプラン 

⑤ 備  考 

内容的に小中学生は対象外となります。 

 

⑥ お問い合わせ 

部署：日本政策金融公庫盛岡支店 国民生活事業 融資第二課 

TEL：019-623-4392 住 所：〒020-0024 盛岡市菜園２－７－21 

FAX：019-625-1572 メール：knmorioka@jfc.go.jp 

 

http://www.jfc.go.jp/
mailto:knmorioka@jfc.go.jp
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「いわての師匠」派遣事業 提供可能な授業・講演内容 

 

機関等名：公益財団法人 岩手生物工学研究センター 

① 対  象 

☐小学校 ✔中学校 ✔高等学校 ☐特別支援学校 

② 派遣可能地区 

✔岩手県全域 ☐県北教育事務所管内 ☐宮古教育事務所管内 

 ☐盛岡教育事務所管内 ☐沿岸南部教育事務所管内 

 ☐中部教育事務所管内 ☐県南教育事務所管内 

③ 業種及び主な業務内容 

試験研究機関 

岩手県の農林水産業・食品工業の産業振興に寄与することと目的としてバイオテクノロジーを

用いた研究開発を行っています。水稲、雑穀、果樹、花き、菌茸等の優良品種育成や安定生産につ

ながる技術開発、農林水産物を活用した健康維持・増進技術の開発などを行っています。 

ホームページ http://www.ibrc.or.jp 

④ 提供可能な授業・講演内容 

キーワード バイオテクノロジー、農林水産物、機能性 

 ✔講 演   ☐ 演 習  

☐職場体験 

中学生、高校生を対象として、バイオテクノロジーや生命現象について、楽

しく、正しく理解し、身近に感じていただくために出張授業を行います。 

 

＜授業メニュー＞ 

1.ゲノム解読と育種への利用 2.農林水産物の健康機能とその活用 3.タン

パク質の役割とその利用法 4.環境に合わせて体を作り変えるカビやきのこ 

5.植物が作り出す糖質の利用 6.どうやって植物は病気から身を守るの？ 

7.温暖化する地球と農業の未来 8.病原性「ウイルス」について 9.化学の目

で見る食品成分のはたらき 

⑤ 備  考 

・内容 上記 1〜9の授業メニューから希望の授業を選んでください。 

・時間 1授業あたり概ね 60〜90分 

・方法 研究員が教室などで液晶プロジェクターを使用した授業を行います。 

・機材 液晶プロジェクター、スクリーンをご準備ください。 

⑥ お問い合わせ 

公益財団法人岩手生物工学研究センター管理部 

 電 話 0197−68−2911    住 所 〒024-0003北上市成田 22−174−4 

 ＦＡＸ 0197-68−3881  メール seikouken@ibrc.or.jp 

http://www.ibrc.or.jp/
mailto:seikouken@ibrc.or.jp
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「いわての師匠」派遣事業 提供可能な授業・講演内容 

 

機関等名：一般社団法人 岩手県宅地建物取引業協会 

 

① 対  象 

✔小学校 ✔中学校 ✔高等学校 ☐特別支援学校 

② 派遣可能地区 

✔岩手県全域 ☐県北教育事務所管内 ☐宮古教育事務所管内 

 ☐盛岡教育事務所管内 ☐沿岸南部教育事務所管内 

 ☐中部教育事務所管内 ☐県南教育事務所管内 

③ 業種及び主な業務内容 

宅地建物に係る一般消費者の利益の保護と宅地及び建物の流通の円滑化を推進するための事業

を行い、公益の増進に寄与すること並びに宅地建物取引業の適正な運営を確保するとともに、宅地

建物取引業の健全な発展を図るため、会員の指導及び連絡に関する事務を行う。 

 

ホームページ（URL）：http://www.iwate-takken.or.jp 

④ 提供可能な授業・講演内容 

キーワード 宅地建物取引業 

 ✔講演   ☐演習  

☐職場体験 

「はじめての一人暮らし～部屋探しと生活のルールとマナー～ 」 

成人年齢が 18 歳に引き下げられる事で、単独で 18 歳から部屋を借りる契約ができるように

なり一人暮らしができるようになります。そこで賃貸借契約や金銭管理、地域社会との共生

のための基礎知識の習得や生活マナーを身につけるための話しをします。 

 ✔講演   ☐演習  

☐職場体験 

『日々の快適な暮らしと地域や仲間たちとの関わり』 

（小学生、中学生、高校生とレベルに合わせて講演します。） 

【講演等実績】東北大学や岩手大学で学生や一般社会人向けに健康で快適な住まいについて

の講演。東北電力管内の各支店及び営業所にて、社員や建築業者及び建築士及び一般向けに

高性能住宅の施工や住まい方等の広報講演。また、保護司・薬物乱用防止指導員として更生

保護研修会等にて再犯防止のための住まいや地域社会の関わりについて講師を務める等、そ

こに住まう人々の生活についての講演も可能です。 

⑤ 備  考 

宅地建物等の不動産業に関する講演だけでなく、高性能住宅の建築やそこに住まう快適な生活に

関する講演も可能です。 

日程等の調整に時間を要する場合がありますのでご留意願います。 

⑥ お問い合わせ 

担当部署（担当者）：一般社団法人 岩手県宅地建物取引業協会  事務局 吉田 恵子 

住所：〒020-0127 盛岡市前九年１丁目 9-30 岩手県不動産会館 

TEL：019−646−1111  FAX：019-646-3939  E-mail：k-yoshida710@i-tk.or.jp 

http://www.iwate-takken.or.jp/
mailto:k-yoshida710@i-tk.or.jp
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「いわての師匠」派遣事業 提供可能な授業・講演内容 

 

機関等名：地方独立行政法人 岩手県工業技術センター 

 

① 対  象 

☐小学校 ✔中学校 ✔高等学校 ☐特別支援学校 

② 派遣可能地区 

✔岩手県全域 ☐県北教育事務所管内 ☐宮古教育事務所管内 

 ☐盛岡教育事務所管内 ☐沿岸南部教育事務所管内 

 ☐中部教育事務所管内 ☐県南教育事務所管内 

③ 業種及び主な業務内容 

岩手県工業技術センターは県内のものづくりに関わる方々の技術支援を行っています。 

「創るよろこび地域貢献」を基本理念とし、県内の製造業を中心とする企業等に対して技術支援を

行うことにより、本県産業の振興や県政課題の解決に貢献します。 

実施に当たっては、多様な顧客ニーズと環境の変化に機敏に対応するために、独立行政法人なら

ではのメリットを生かした経営資源の確保と配分に努めながら、柔軟で自律的な組織運営を行い

ます。 

 

ホームページ  http://www2.pref.iwate.jp/~kiri/index.html 

④ 提供可能な授業・講演内容 

キーワード 研究員、職業講話 

 ✔講演  ☐演習  ☐職場体験 研究員の経験に基づく仕事の内容及びやりがい等について（職業

講話など） 

 

⑤ 備  考 

 日程、内容及び対応者の調整に時間を要する場合がありますので、ご留意ください。 

 

 

⑥ お問い合わせ 

 部署：地方独立行政法人 岩手県工業技術センター 企画支援部 

TEL：019-635-1115 住所：〒020-0857岩手県盛岡市北飯岡2-4-25 

FAX：019-635-0311  メール：CD0002@pref.iwate.jp 

  

http://www2.pref.iwate.jp/~kiri/index.html
mailto:CD0002@pref.iwate.jp
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「いわての師匠」派遣事業 提供可能な授業・講演内容 

 

機関等名：公益財団法人 岩手県南技術研究センター  

 

① 対  象 

✔小学校 ✔中学校 ✔高等学校 ☐特別支援学校 

② 派遣可能地区 

☐岩手県全域 ☐県北教育事務所管内 ☐宮古教育事務所管内 

 ☐盛岡教育事務所管内 ✔沿岸南部教育事務所管内 

 ✔中部教育事務所管内 ✔県南教育事務所管内 

③ 業種及び主な業務内容 

 地域産業の研究開発力、技術力の向上を支援するために、重点３事業として、 

①研究開発事業(技術相談、試験分析機器の利用開放、分析受託、受託研究開発等)、 

②ものづくり人材育成事業(分析・技能・材料・ＣＡＤ、品質管理・キッズ講座等)、 

③地域連携事業(企業情報ガイダンス、企業情報交換会、産学官連携、農商工連携等)を行ってお

ります。 

 

ホームページ http://www.sirc.or.jp 

④ 提供可能な授業・講演内容 

キーワード  

 ☐講演  ✔演習  ✔職場体験 工業製品・農産物・加工食品等の成分分析 

☐講演  ✔演習  ✔職場体験 試験分析機器の見学、試験分析の補助等 

 ☐講演  ☐演習  ☐職場体験  

☐講演  ☐演習  ☐職場体験  

⑤ 備  考 

 日程や内容、対応者の調整に時間を要する場合がありますのでご留意ください。 

詳細については、ご相談ください。 

⑥ お問い合わせ 

 部 署：公益財団法人 岩手県南技術研究センター 総務部 担当 菊地 

 T E L ：0191-24-4688  住 所：〒021-0902 一関市萩荘字高梨南方 114-1 

 F A X ：0191-24-4689  メール：kikuchi@sirc.or.jp 

  

http://www.sirc.or.jp/
mailto:kikuchi@sirc.or.jp
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「いわての師匠」派遣事業 提供可能な授業・講演内容 

 

機関等名：公益財団法人 釜石・大槌地域産業育成センター  

 

① 対  象 

☐小学校 ✔中学校 ✔高等学校 ☐特別支援学校 

② 派遣可能地区 

☐岩手県全域 ☐県北教育事務所管内 ☐宮古教育事務所管内 

 ☐盛岡教育事務所管内 ✔沿岸南部教育事務所管内 

 ☐中部教育事務所管内 ☐県南教育事務所管内 

③ 業種及び主な業務内容 

業種：産業支援機関 

当センターは、釜石・大槌地域における中核的産業機関として、地域中小企業の経営基盤の強

化、企業活性化を図り、更には地域全体のレベルアップ及び地域活性化をめざした技術革新に取り

組み、産業転換を推進する手助けを行う施設である。 

業務内容： 

１．研究開発・事業化支援関連 

２．情報提供関連 

３．知財関連 

４．交流・人材育成関連 

５．市場開拓支援関連 

６．復興支援関連 

７．その他、運営・施設管理業務 

 

ホームページ  http://www.ikusei.or.jp/ 

④ 提供可能な授業・講演内容 

キーワード  

 ✔講演  ☐演習  ☐職場体験 釜石市、大槌町の産業について 

✔講演  ☐演習  ☐職場体験 海洋再生可能エネルギーについて 

 ☐講演  ☐演習  ☐職場体験  

⑤ 備  考 

 

⑥ お問い合わせ 

公益財団法人 釜石・大槌地域産業育成センター 事務局長 石川 学 

住所：〒026-0001 釜石市大字平田3-75-1 

電話：0193-26-7555 ＦＡＸ：0193-26-7557 E-mail：ishikawa@ikusei.or.jp 

  

http://www.ikusei.or.jp/
mailto:ishikawa@ikusei.or.jp


 

- 24 - 

 

「いわての師匠」派遣事業 提供可能な授業・講演内容 

 

機関等名：一般社団法人 岩手県医師会 

 

① 対  象 

✔小学校 ✔中学校 ✔高等学校 ☐特別支援学校 

② 派遣可能地区 

✔岩手県全域 ☐県北教育事務所管内 ☐宮古教育事務所管内 

 ☐盛岡教育事務所管内 ☐沿岸南部教育事務所管内 

 ☐中部教育事務所管内 ☐県南教育事務所管内 

③ 業種及び主な業務内容 

県内の医師で組織する一般社団法人として県民の健康保持増進、医療の向上及び会員のための

諸事業を実施。 

 

ホームページ  http://www.iwate.med.or.jp/ 

④ 提供可能な授業・講演内容 

キーワード 研究員、職業講話 

 ✔講演  ☐演習  ☐職場体験 岩手県医師会が行った被災地医療支援の活動について 

⑤ 備  考 

 日程・内容・講師の調整に時間を要する場合があります。 

また、講師の都合により対応できない場合もございますのでご留意願います。 

 

 

⑥ お問い合わせ 

 一般社団法人 岩手県医師会 

電  話：019-651-1455 

メール：ima00@iwate.med.or.jp 

 

  

http://www.iwate.med.or.jp/
mailto:ima00@iwate.med.or.jp


 

- 25 - 

 

「いわての師匠」派遣事業 提供可能な授業・講演内容 

 

機関等名：岩手県信用保証協会  

 

① 対  象 

☐小学校 ☐中学校 ✔高等学校 ☐特別支援学校 

② 派遣可能地区 

✔岩手県全域 ☐県北教育事務所管内 ☐宮古教育事務所管内 

 ☐盛岡教育事務所管内 ☐沿岸南部教育事務所管内 

 ☐中部教育事務所管内 ☐県南教育事務所管内 

③ 業種及び主な業務内容 

中小企業が金融機関から融資を受ける際の「公的な保証人」となる信用保証業務ときめ細かい経

営支援業務により、中小企業、地域経済の発展を支えています。 

ホームページ www.cgc-iwate.jp 

④ 提供可能な授業・講演内容 

キーワード 起業、経営 

 ☐講演  ✔演習  ☐職場体験 例：【起業するまでの道筋について】 

 起業するまでに必要な流れをご説明します。 

 併せて、自分がやってみたい事業について実際に事業計画を

作成していただき、世の中の事業者への理解を深めていただ

きます。 

✔講演  ☐演習  ☐職場体験 例：【日常の中の経営努力】 

 普段何気なく接している「企業」が何をしているのか、ご説

明します。 

 身近な「小売業」や「飲食店」を例に、当たり前の風景の中

に隠された「経営努力」を見つけるための視点を獲得してい

ただきます。 

⑤ 備  考 

・ 演習の場合、1グループが 1つパソコンを利用できる環境が望ましいです。 

・ 日程、内容、担当者の調整に時間を要する場合がございますので、ご留意をお願いいたします。 

⑥ お問い合わせ 

岩手県信用保証協会 経営支援課 

TEL:019-654-1506 FAX:019-654-7110  

E-Mail:keiei-s@cgc-iwate.jp 

http://www.cgc-iwate.jp/
mailto:keiei-s@cgc-iwate.jp
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「いわての師匠」派遣事業 提供可能な授業・講演内容 

 

機関等名：  岩手保健医療大学     

 

① 対  象 

✔小学校 ✔中学校 ✔高等学校 ✔特別支援学校 

② 派遣可能地区 

✔岩手県全域 ☐県北教育事務所管内 ☐宮古教育事務所管内 

 ☐盛岡教育事務所管内 ☐沿岸南部教育事務所管内 

 ☐中部教育事務所管内 ☐県南教育事務所管内 

③ 業種及び主な業務内容 

 人々の生活と健康を高めるために、豊かな人間性・社会性を培い、ケア・スピリットをもって、

科学的根拠に基づく看護の専門的知識・技術を実践に活かせる基礎的能力を養い、多職種と協働し

つつ地域社会の保健医療福祉に貢献できる看護実践者を育成する。 

 

ホームページ  http://www.iwate-uhms.ac.jp/  

④ 提供可能な授業・講演内容 

キーワード 看護、災害、キャリア教育、こころ 

 ✔講演  ☐演習  ☐職場体験 【すべて対象】 

１．看護の魅力     ２．看護師になるには 

３．看護師の仕事と役割 ４．生活習慣の予防と対処 

【小学校・中学校・高等学校対象】 

５．「素質」と「環境」の社会学―私たちの将来を創るのは「素

質」だろうか「環境」だろうか 

【中学校・高等学校対象】 

６．自宅での看護について     

７．地域包括支援センターについて知ろう 

【高等学校対象】 

８．バイタルサインの意味について 

✔講演  ✔演習  ☐職場体験 【すべて対象】 

１．災害時にまず何をする？何が必要？～災害にあった時に大事

なこと～ 

【高等学校対象】 

２．手指の清潔の大切さ（感染予防対策） 

⑤ 備  考 

http://www.iwate-uhms.ac.jp/


 

- 27 - 

 

日程や内容、講師の調整等に時間を要する場合がありますので、ご留意ください。 

また、講義の内容によって対象が限定されておりますので、ご確認のうえお申込みをお願いいたし

ます。 

⑥ お問い合わせ 

担当部署（担当者）：岩手保健医療大学 総務課（畠山） 

住所：〒020-0045 岩手県盛岡市盛岡駅西通 1-6-30 

TEL：019-606-7030 FAX：019-606-7031 

E-mail：soumu@iwate-uhms.ac.jp 

 

soumu@iwate-uhms.ac.jp
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「いわての師匠」派遣事業 提供可能な授業・講演内容 

 

機関等名：あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 

 

① 対  象 

☐小学校 ✔中学校 ☐高等学校 ☐特別支援学校 

② 派遣可能地区 

☐岩手県全域 ☐県北教育事務所管内 ☐宮古教育事務所管内 

 ✔盛岡教育事務所管内 ☐沿岸南部教育事務所管内 

 ☐中部教育事務所管内 ☐県南教育事務所管内 

③ 業種及び主な業務内容 

損害保険事業 【国内・海外営業(損害保険の引受)、損害サービス(損害の調査・保険金の支払)、

商品開発、営業推進、資産運用、情報システム、国際業務】 

損害保険会社の役割をひとことで言うと「入口（保険の引き受け）から出口（保険金の支払い）

までお客さまを災害や事故のリスクから守る」ことです。 

【営業部門（入口）】代理店の皆さまと共に世の中に広く商品を届ける流れをつくります。 

【損害サービス部門（出口）】災害や事故の解決を図り最終的に保険金をお支払いします。 

そのほか多種多様な部門の力を結集し、全てのお客様に高品質な保険商品やサービスをお届け

することで安心と安全を提供します。 

ホームページ  https://www.aioinissaydowa.co.jp 

④ 提供可能な授業・講演内容 

キーワード 防災、備え、損害保険、パラスポーツ、交通安全、職業体験、ＳＤＧｓ 

 ✔講演  ✔演習  ☐職場体験 身の回りのリスクと備え（ワークあり） 

✔講演  ✔演習  ☐職場体験 当社所属アスリートによる講演（パラスポーツ体験も可能） 

✔講演  ✔演習  ☐職場体験 交通安全（VR体験可能） 

 ☐講演  ✔演習  ✔職場体験 職業体験 

 ✔講演  ✔演習  ☐職場体験 中学生向け SDGs研修 

⑤ 備  考 

【講師・講演内容の詳細】 

1．身の回りのリスクと備え＋cmap（シーマップ）を使ったワーク ★講演実績あり★ 

日常生活で起こりうる危険に対してどのように備えるのか、備えとしての保険の役割について

学びます。また、当社が開発した cmapというウェブサイトで地域のハザードマップを勉強します。 

※ウェブサイトを閲覧できるタブレット等のご用意をお願いします。 

2．当社所属アスリートによる講演（パラスポーツ体験も可能） 

当社はパラアスリートが多数在籍しておりパラスポーツの普及啓発活動を行っています。生徒

の皆さまにオリンピック・パラリンピックの理念や価値を理解いただくとともに、夢に向かって努

https://www.aioinissaydowa.co.jp/
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力する素晴らしさをアスリートからお伝えします。講演とあわせて東京オリンピックでも注目さ

れた「ボッチャ」の体験も可能です。 

※必要な用具は当社が持参します。 

※体育館など広い場所の確保をお願いします。 

3.交通安全 

 もしも交通事故が起こったらどれくらいの費用がかかるのか、交通事故を防ぐためにはどのよ

うなことに気を付ければよいのか損害保険会社の視点から解説します。自転車危険運転の VR体験

も可能です。 

※VRの貸し出しは最大 3つになります。 

4．職業体験 

 当社岩手支店では中学校 3 年生 2 名の職業体験受け入れ実績があります。損害保険会社の仕事

について楽しく学んでもらえる内容を準備しています。 

 

5．中学生向け SDGs研修 

 初めて SDGs に触れる中学生を想定し、理解しやすい事例を用いながら SDGs を解説します。生

徒の皆さまが楽しく授業に参加できるようビンゴゲームを交えながら、持続可能な開発目標が実

は身近な生活につながっていることを確認します。 

 

■留意事項 

・日程と時間については第 3希望まで候補をお知らせください。 

・用具や機材手配の都合上、パラスポーツ体験または交通安全をご希望の場合は 3 か月前にご申

請ください。 

・資料はご担当者様にデータで提供いたします。 

・活動報告のため写真撮影や生徒の皆さまへインタビューをさせていただくことがあります。 

・新型コロナウイルスの感染防止に十分配慮し講演を行います。 

⑥ お問い合わせ 

部 署：岩手支店地域戦略室・須釜 

住 所：〒020-0026 岩手県盛岡市開運橋通 3-47あいおいニッセイ同和損保盛岡ビル 3階 

TEL：050-3460-9064 

FAX：019-654-3425 

メール：itaru.kitade@aioinissaydowa.co.jp 

  

mailto:itaru.kitade@aioinissaydowa.co.jp
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「いわての師匠」派遣事業 提供可能な授業・講演内容 

 

機関等名：岩手県 復興防災部 消防安全課 

 

① 対  象 

✔小学校 ☐中学校 ☐高等学校 ☐特別支援学校 

② 派遣可能地区 

✔岩手県全域 ☐県北教育事務所管内 ☐宮古教育事務所管内 

 ☐盛岡教育事務所管内 ☐沿岸南部教育事務所管内 

 ☐中部教育事務所管内 ☐県南教育事務所管内 

③ 業種及び主な業務内容 

地域住民、自主防犯団体、事業者と行政が連携して、地域ぐるみで犯罪を防止する地域安全活動

を促進しているほか、自主防犯団体の優良活動事例の紹介、防犯研修会や地域安全マップ作成等の

活動へのアドバイザー派遣を通じて、地域における防犯活動の活性化を促進しています。 

ホームページ 

  https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/anzenanshin/chian/1004379.html 

④ 提供可能な授業・講演内容 

キーワード 防犯 

「入りやすくて、見えにくい」をキーワードにして、地域を歩きながら危険な場所を確かめ、「地

域安全マップ」を作成します。危険な場所の見分け方、マップの作り方などをアドバイスします。 

 ① 事前学習（DVD視聴等） ② フィールドワーク ③ マップづくり ④ 発表 

 ☐講演  ✔演習  ☐職場体験 「地域安全マップの作成」 

☐講演  ☐演習  ☐職場体験  

 ☐講演  ☐演習  ☐職場体験  

⑤ 備  考 

地域安全マップは「防犯」のマップであり、「犯罪が起こりやすい場所」を記載するものです。 

 

⑥ お問い合わせ 

部 署：岩手県 復興防災部消防安全課 県民安全担当 

T E L ：019-629-6871 住 所：〒020-8570 岩手県盛岡市内丸 10-1 

メール：AJ0010@pref.iwate.jp 

  

https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/anzenanshin/chian/1004379.html
mailto:AJ0010@pref.iwate.jp
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「いわての師匠」派遣事業 提供可能な授業・講演内容 

 

機関等名： 損害保険ジャパン株式会社       

 

① 対  象 

✔小学校 ✔中学校 ✔高等学校 ✔特別支援学校 ☐その他（市町村教育委員会） 

② 派遣可能地区 

✔岩手県全域 ☐県北教育事務所管内 ☐宮古教育事務所管内 

 ☐盛岡教育事務所管内 ☐沿岸南部教育事務所管内 

 ☐中部教育事務所管内 ☐県南教育事務所管内 

③ 業種及び主な業務内容 

“安心・安全・健康” であふれる未来へ  

それは、個人も企業もリスクにおびやかされることなく、いつどんな時でも、ありたい姿に向かっ

て歩んでいける、豊かで笑顔あふれる未来。  

人生 100 年時代、そして世界が日々著しく変化する時代に、挑戦を恐れることなく、しなやかに

前向きに、成長をし続けられるように。  

ＳＯＭＰＯグループは、事業、国、そして企業間の垣根を越えてつながり合い、幸せで豊かな社会・

人生の実現に向けた一番頼れるパートナーとして、さまざまなリスクや身体・生活の不安に、共に

向き合い、共に歩み、支え続けます。  

“安心・安全・健康” であふれる未来へ それが私たちＳＯＭＰＯグループです。 

ホームページ(URL)：https://www.sompo-hd.com/csr/action/#03 

④ 提供可能な授業・講演内容 

キーワード 防災・交通事故・気候変動・環境問題・D&Iに関わる教育と取組み紹介 

 ☐講演  ✔演習  ☐職場体験 体験型防災ワークショップ 

✔講演  ☐演習  ☐職場体験 自転車交通安全講習 

☐講演  ✔演習  ☐職場体験 サポカー体験・コグニサイズ 

 ☐講演  ✔演習  ☐職場体験 ＳＤＧｓカードゲーム 

⑤ 備  考 

・授業・講演内容によっては、学校に文具等の準備物にご協力いただく可能性がございますので、

ご協力お願い致します。 

⑥ お問い合わせ 

部 署：損害保険ジャパン(株)岩手支店 石川 純奈 

住所：〒020-0021 岩手県盛岡市中央通 2-11-17 損保ジャパン盛岡ビル 3階 

TEL ：019-653-3253   FAX：019-622-8463  

メール：JIshikawa4@sompo-japan.co.jp 
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「いわての師匠」派遣事業 提供可能な授業・講演内容 

 

機関等名： ワタミオーガニックランド 株式会社       

 

① 対  象 

✔小学校 ✔中学校 ✔高等学校 ✔特別支援学校 

② 派遣可能地区 

✔岩手県全域 ☐県北教育事務所管内 ☐宮古教育事務所管内 

 ☐盛岡教育事務所管内 ☐沿岸南部教育事務所管内 

 ☐中部教育事務所管内 ☐県南教育事務所管内 

③ 業種及び主な業務内容 

農業テーマパーク 

 命と循環をテーマに体験型の施設運営を行っております。 

 岩手県復興記念公園津波伝承館から車で 5分の位置にあります。 

循環型農業や SDGｓを楽しみながら学べる施設となっております。 

ホームページ 

 https://watami-organic.jp/blog/watami_organicland   

④ 提供可能な授業・講演内容 

キーワード 命、循環、ＳＤＧｓ、クリーンエネルギー、フードロス、リサイクル 

 ✔講演  ☐演習  ✔職場体験 ワタミオーガニックランド開設経緯 ～SDGs 循環型社会を目指し

て 

✔講演  ☐演習  ✔職場体験 農業の可能性と循環型農業の考え方について 

☐講演  ✔演習  ✔職場体験 場内案内ツアー ～ＳＤＧｓ循環型社会を目指して 日常にあふ

れる自然の不思議～ 

 ☐講演  ☐演習  ☐職場体験  

⑤ 備  考 

・講師派遣にあたり、学校に注意して欲しい点や要望などがあればご記入ください。 

・新型コロナウイルスの影響や遠方の場合にはオンラインでの開催を検討させてください。 

・スピーカー、スクリーン、事前の接続確認をお願いします。 

⑥ お問い合わせ 

部 署：ワタミオーガニックランド(株) 田端 孝芳（たばた たかよし） 

TEL ：0192-53-2107   住所：〒029—2203 岩手県陸前高田市竹駒町相川 158-5 

メール：t_tabata@watami.net 

 

https://watami-organic.jp/blog/watami_organicland

